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おおたこうれん
Ｎｏ．４０１　令和６年３月２８日

おおたこうれん

【大田区優工場 新製品・新技術コンクール】
 ‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒令和５年度 ‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒
大田区優工場 受賞企業

 ‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒第35回 ‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒
大田区中小企業 新製品・新技術コンクール 入賞製品・技術

表彰事業で受賞された企業をご紹介します。
受賞企業の皆様、おめでとうございます。

《総合部門賞》兼
《まちに優しい部門賞》 ・アベテクノシステム 株式会社　

《総合部門賞》兼
《人に優しい部門賞》 ・株式会社 マテリアル　

《総合部門賞》 ・株式会社 北嶋絞製作所
 ・株式会社 西尾硝子鏡工業所

《認定工場》 ・株式会社 岩崎成型
 ・株式会社 クライム・ワークス
 ・株式会社 城南キー
 ・富士セイラ 株式会社
 ・株式会社 前川試験機製作所

《最優秀賞》 • ホルター心電図検査 e-skin ECG（株式会社 Xenoma）

《優秀賞》 • 「EdgeOCR」現場業務を効率化する ハイスピード・高精度 OCR（株式会社 ネフロック）

 • 掘削状況 3D 管理アプリ ちかデジ（旧称：しくつ君）（ジオ・サーチ 株式会社）

《奨励賞》 • 直流地絡電流 検出継電器 （予兆形）（永楽電気 株式会社）

 • 汎用 ROV（水中ドローン） 「龍頭」（株式会 社 水龍堂）

《OTA サステナブル賞（奨励賞）》 • HASHIBA 電子クーラー “CooLing-Ace"（株式会社フルハート・ジャパン）

《OTA TECH賞（奨励賞）》 •  Rapot（株式会社 マテリアル）

《OTA 研究開発賞（奨励賞）》 •  LED 照明器具 の新たな給電 制御方式 交互直流給電 システム（トキ・コーポレーション 株式会社）

《OTA エコトラベル賞（奨励賞）》 • 旅先専用洗剤 Lucy Mist（株式会社 ハッシュ）

　

テ
ク
ニ
カ
ル
シ
ョ
ウ
ヨ
コ
ハ
マ

２
０
２
４
が
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
（
横
浜
市

西
区
）で
２
月
７
日
か
ら
９
日
に
開
催
さ
れ
、

大
田
工
業
連
合
会
青
年
部
連
絡
協
議
会
の

有
志
が
共
同
出
展
し
た
。（
株
）エ
ポ
ゾ
ー

ル
、（
株
）極
東
精
機
製
作
所
、（
株
）弘
機

商
会
、（
株
）泰
信
製
作
所
、（
株
）富
士
テ

ク
ノ
マ
シ
ン
、（
株
）松
浦
製
作
所
、（
株
）

渡
辺
精
機
の
７
社
が
出
展
。
各
社
は
ブ
ー
ス

に
加
工
サ
ン
プ
ル
や
製
品
を
並
べ
た
ほ
か
、

特
徴
を
ま
と
め
た
冊
子
を
配
布
し
、
大
田

区
の
も
の
づ
く
り
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
秦
信
製
作
所
は
、
板
金
加
工
技
術
を
活
か

し
た
金
属
製
の
靴
や
三
味
線
を
展
示
。
林
田

由
加
里
社
長
は
「
午
後
か
ら
来
場
者
が
増

え
て
き
た
。
デ
ザ
イ
ン
系
の
仕
事
を
含
め
、

何
社
か
相
談
が
あ
っ
た
」
と
手
応
え
を
語
っ

た
。

　
松
浦
製
作
所
は
微
細
加
工
の
技
術
力
を

ア
ピ
ー
ル
。
松
浦
貴
之
社
長
は
「
コ
ロ
ナ

の
間
に
動
き
が
止
ま
っ
て
い
た
大
企
業
の

担
当
者
が
、
展
示
会
に
戻
っ
て
き
て
い
る
」

と
印
象
を
述
べ
た
。
エ
ポ
ゾ
ー
ル
の
吉
田

利
樹
社
長
は
「
今
回
は
自
社
の
Ｐ
Ｒ
と
い

う
よ
り
、
デ
ィ
ッ
プ
成
型
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め

に
出
展
し
た
。
来
場
者
が
多
く
、『
今
度
使
っ

て
み
た
い
』
と
い
う
前
向
き
な
評
価
が
多

か
っ
た
」
と
語
っ
た
。

　
弘
機
商
会
は
自
社
商
品
で
あ
る
ス
ピ
ン

式
の
カ
シ
メ
装
置
を
展
示
。
一
般
的
な
プ

レ
ス
式
の
カ
シ
メ
機
に
比
べ
、
８
分
の
１

の
少
な
い
力
で
カ
シ
メ
る
こ
と
が
で
き
る

装
置
で
、
同
社
の
酒
井
麻
梨
子
さ
ん
は
「
来

場
者
が
多
く
、
当
社
の
カ
シ
メ
装
置
に
も

興
味
を
持
っ
て
頂
け
て
い
た
」
と
笑
顔
を

見
せ
た
。

　
最
終
日
に
は
当
会
の
広
瀬
安
宏
会
長
も

来
場
。
各
社
の
ブ
ー
ス
を
回
っ
た
あ
と
「
各

社
の
技
術
や
製
品
を
う
ま
く
紹
介
し
、
商

売
に
結
び
つ
け
て
も
ら
え
た
ら
」と
語
っ
た
。

　
ま
た
、
２
０
２
４
年
２
月
９
日
に
は
、

大
田
区
産
業
プ
ラ
ザＰ
ｉ
Ｏ
で
Ｍ
ｅ
ｅ
ｔ　

Ｎｅ
ｗ　
Ｓｏ
ｌｕ
ｔ
ｉｏ
ｎ　
ｉｎ　
Ｏ
Ｔ
Ａ

が
開
催
さ
れ
た
。
主
催
は
大
田
区
、（
公
財
）

大
田
区
産
業
振
興
協
会
で
、後
援
が
（
一
社
）

大
田
工
業
連
合
会
、（
一
社
）日
本
能
率
協
会
。

同
イ
ベ
ン
ト
は
、「
Ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
」「
Ｉ
ｎ
ｓ
ｐ

ｉ
ｒ
ｅ
」「
Ｃ
ｈａ
ｌ
ｌｅ
ｎ
ｇ
ｅ
」「
Ｄ
ｒ

ｅ
ａ
ｍ
」「
Ｓ
ｕ
ｐ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
」を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
社
会
的
課
題
の
解
決
を
目
指
す
企
業

が
一
堂
に
会
し
、
大
田
区
か
ら
次
世
代
の
成

功
を
目
指
す
展
示
会
だ
。
当
会
の
会
員
企

業
が
多
数
出
展
し
た

ほ
か
、
区
外
の
企
業

も
多
く
出
展
。
ブ
ー

ス
展
示
を
通
じ
て
企

業
同
士
の
交
流
を
深

め
た
。
特
別
講
演
は
、

チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
者

数
12
万
人
を
誇
る
製

造
系
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
ｒ
「
な
ん
と
か
重

工
」
の
ケ
ロ
氏
が
講

師
を
務
め
た
。

　
千
葉
市
か
ら
や
っ
て
き
た
の
は
小
型

ド
ロ
ー
ン
ベ
ン
チ
ャ
ー
（
株
）
Ｌ
ｉ
ｂ
ｅ

ｒ
ａ
ｗ
ａ
ｒ
ｅ
（
リ
ベ
ラ
ウ
ェ
ア
）。
同

社
の
ド
ロ
ー
ン
は
能
登
半
島
地
震
の
調

査
に
も
使
わ
れ
た
と
い
う
。
同
じ
く
千
葉

市
か
ら
や
っ
て
き
た
（
株
）
Ｖ
ａ
ｎ
ｗ
ａ

ｖ
ｅ
ｓ
（
ヴ
ァ
ン
ウ
ェ
イ
ブ
ス
）
は
、
電

気
式
の
家
庭
用
小
型
サ
ウ
ナ
を
展
示
。
試

作
で
協
力
し
た
（
有
）
安
久
工
機
の
近
く

に
出
展
し
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
協
力
す
る
大

田
区
の
も
の
づ
く
り
を
象
徴
し
た
。

　
ム
ソ
ー
工
業
（
株
）
の
尾
針
徹
治
社
長

は
「
今
回
は
ブ
ー
ス
に
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
多
く

来
訪
し
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。
工
業
だ
け

で
な
く
幅
広
い
業
種
の
来
場
者
が
訪
れ
て
い

る
」
と
イ
ベ
ン
ト
の
印
象
を
語
っ
た
。

　
展
示
会
の
中
で
は
、
優
れ
た
工
場
を
表

彰
す
る
「
大
田
区
優
工
場
」
と
「
大
田
区

新
製
品
・
新
技
術
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
合
同

表
彰
式
も
行
わ
れ
た
。
手
塩
に
か
け
た
製

品
や
技
術
を
、
あ
る
い
は
製
造
現
場
を
評

価
さ
れ
、
受
賞
者
の
顔
に
は
満
面
の
笑
み

が
浮
か
ん
で
い
た
。

テクニカルショウヨコハマ、青年部ブース

広瀬会長と泰信製作所の林田社長

Meet New Solution in OTA 会場風景
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０
２
４
開
催



2024年3月28日発行 大　田　工　連 第401号 （2）

２
０
２
４
年
新
春
、
大
田
工
業
連

合
会
が
関
連
す
る
賀
詞
交
歓
会
が
相
次

ぎ
開
か
れ
た
。
１
月
12
日
に
は
当
会
、

東
京
商
工
会
議
所
大
田
支
部
、
大
田
区

商
店
街
連
合
会
３
団
体
に
よ
る
新
年
賀

詞
交
歓
会
が
開
催
さ
れ
た
。
同
イ
ベ
ン

ト
は
、
コ
ロ
ナ
へ
の
配
慮
で
昨
年
は
懇

親
会
は
中
止
だ
っ
た
が
、
本
年
は
開
催

さ
れ
完
全
復
活
と
な
っ
た
。
17
日
に
は

当
会
に
所
属
す
る
４
団
体
の
合
同
新
春

講
演
会
・
賀
詞
交
歓
会
が
開
催
。
多
く

の
会
員
企
業
が
集
ま
り
交
流
を
楽
し
ん

だ
。１

月
12
日
、
17
時
か
ら
大
田
区
産

業
プ
ラ
ザ
Ｐ
ｉ
Ｏ
４
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
賀
詞
交
歓
会
に

は
、来
賓
と
し
て
鈴
木
晶
雅
大
田
区
長
、

押
見
隆
太
大
田
区
議
会
議
長
の
ほ
か
、

衆
議
院
議
員
の
平
将
明
氏
、
松
原
仁

氏
、
参
議
院
議
員
の
柳
ヶ
瀬
裕
文
氏
ら

が
参
加
し
た
。
開
会
に
あ
た
り
大
田
区

商
店
街
連
合
会
の
北
見
公
秀
会
長
が
挨

拶
。「
今
年
は
辰
年
で
、
昇
り
龍
の
ご

と
く
経
済
が
活
性
化
す
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
能
登
半
島
地
震
や
羽
田
の
飛
行

機
事
故
な
ど
大
変
な
ス
タ
ー
ト
に
な
っ

た
が
、
振
り
返
っ
て
良
い
年
だ
と
言
え

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」と
述
べ
た
。

１
月
17
日
に
は
、
当
会
所
属
の
四

団
体
の
親
会
・
青
年
部
（
蒲
田
工
業
協

会
・
経
営
研
究
会
、
大
森
工
場
協
会
・

Ｙ
Ｍ
ク
ラ
ブ
、
工
和
会
協
同
組
合
・
工

和
成
年
会
、
蒲
田
工
業
協
同
組
合
・
木

鶏
会
）
に
よ
る
新
春
講
演
会
お
よ
び
新

春
賀
詞
交
歓
会
が
執
り
行
わ
れ
た
。
会

場
は
こ
ち
ら
も
Ｐ
ｉ
Ｏ
４
階
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
。
講
演
者
は
、
宇
宙
ベ

ン
チ
ャ
ー
、（
株
）
ダ
イ
モ
ン
の
中
島

紳
一
郎
Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
最
高
経
営
責
任
者
）

兼
Ｃ
Ｔ
Ｏ
（
最
高
技
術
責
任
者
）。「
ま

ち
工
場
か
ら
未
来
を
切
り
拓
く
情
熱
を

〜
月
面
探
査
車
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
で
挑
む
、

人
類
の
新
た
な
未
来
〜
」
と
題
し
、
講

演
し
た
。

「
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
（
ヤ
オ
キ
）」
は
ダ

イ
モ
ン
が
開
発
し
た
超
小
型
の
月
面

探
査
車
だ
。
本
体
の
左
右
に
タ
イ
ヤ
が

付
い
た
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
の
よ
う
な
形

状
。
重
量
は
５
０
０
グ
ラ
ム
と
小
形
軽

量
だ
が
堅
牢
だ
。
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
月
面

に
着
陸
し
、
超
ロ
ー
ア
ン
グ
ル
で
地
表

を
撮
影
で
き
る
。
複
数
機
を
連
携
さ
せ

て
洞
窟
探
検
も
可
能
で
、
月
面
の
資
源

探
査
に
使
わ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い

る
。
転
が
り
な
が
ら
も
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

こ
な
す
姿
か
ら
「
七
転
び
八
起
き
」
を

イ
メ
ー
ジ
し
、
そ
の
名

が
付
け
ら
れ
た
。

中
島
氏
は
、
自
動
車

部
品
の
ボ
ッ
シ
ュ
な
ど

で
働
き
、
ア
ウ
デ
ィ
や

ト
ヨ
タ
自
動
車
で
使
わ

れ
て
い
る
４
Ｗ
Ｄ
駆

動
機
構
を
発
明
し
た

エ
ン
ジ
ニ
ア
だ
。
ダ
イ

モ
ン
を
設
立
す
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
の
が
、

２
０
１
１
年
の
東
日
本

大
震
災
。
同
年
３
月
11

日
、
大
田
区
産
業
プ
ラ

ザ
で
開
か
れ
て
い
た
中

小
企
業
の
技
術
見
本
市

に
来
場
し
た
中
島
氏
は
、

も
の
凄
い
揺
れ
に
襲
わ

れ
帰
宅
難
民
と
な
っ
て
し
ま
う
。
震
災

で
多
く
の
人
の
生
活
が
一
変
し
た
こ
と

を
深
く
考
え
た
中
島
氏
は
、
幼
い
頃
か

ら
の
憧
れ
で
あ
っ
た
月
面
探
査
を
仕
事

に
す
る
こ
と
を
志
し
、
２
０
１
２
年

（
株
）ダ
イ
モ
ン
を
設
立
し
た
。
ダ
イ

モ
ン
と
い
う
名
前
は
中
島
氏
の
故
郷
で

あ
る
善
光
寺
の
「
大
門
」
か
ら
。
大
き

な
門
を
開
こ
う
！
と
い
う
願
い
を
込
め

て
い
る
。

中
島
氏
は
、
世
界
的
な
宇
宙
開
発

の
潮
流
に
つ
い
て
「
中
国
が
頭
一
つ
抜

け
、
米
国
も
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
日
本
も
遅
れ
を
取
っ
て
は
な
ら
な

い
」
と
語
っ
た
。
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
の
開
発

目
標
と
し
て
、「
２
０
２
４
年
春
に
地

球
か
ら
の
数
時
間
に
お
よ
ぶ
遠
隔
操
作

を
実
現
。
25
年
に
は
無
線
充
電
を
使
い

月
面
で
半
日
間
の
活
動
、
26
年
に
は
月

の
シ
ェ
ル
タ
ー
で
長
期
活
動
、
27
年
に

は
複
数
台
に
よ
る
探
査
で
月
面
の
マ
ッ

ピ
ン
グ
を
し
た
い
」と
展
望
を
述
べ
た
。

講
演
会
の
後
は
懇
親
会
が
開
か
れ

た
。
参
加
者
は
美
酒
と
美
食
を
味
わ
い

つ
つ
、
仲
間
た
ち
と
の
会
話
を
楽
し
ん

だ
。
当
会
の
広
瀬
安
宏
会
長
は
「
今
年

も
自
主
独
立
を
大
事
に
、
団
体
が
何
を

し
て
く
れ
る
の
か
で
は
な
く
、
我
々
が

何
を
で
き
る
の
か
考
え
て
活
動
し
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。
鈴
木
区

長
は
「
大
田
区
は
空
港
を
持
つ
東
京
23

区
唯
一
の
区
。
強
み
を
活
か
し
、
大
田

区
を
強
く
し
て
い
き
た
い
」
と
新
年
の

抱
負
を
語
っ
た
。

人権研修を支援します
　「人権」とは、すべての人が生まれながらにもつ幸せに生
きるための権利です。企業活動においても最大限尊重する
必要があります。
　しかし、就職差別や職場内でのハラスメントをはじめとす
る企業内での人権侵害は未だ起きています。問題を防ぎ企
業としての責任を果たすためには、社員一人ひとりの人権意
識を高めることが大切です。
　区では、人権啓発冊子の配布や、企業における人権問題
を取り上げたＤＶＤの貸し出し等を通じ、人権研修を支援
します。お気軽にお申し出ください。　

大田区総務部人権・男女平等推進課
電話　５７４４－１１４８
FAX　５７４４－１５５６

警 視 庁 か ら の お 知 ら せ

　我が国は、先端技術を保有する企業等が多数存在します。
これらの技術には、軍事転用が可能なものもあり、その情報が国外に流出した場合、企業等の
国際競争力が低下するだけでなく、我が国の安全保障上も重大な影響が生じかねません。
　いまや、技術流出の防止は、経済安全保障上の重要な課題となっているのです。
警察では、この課題への取組として、企業等における技術流出の防止を支援するため、具体的
な手口やその対策等に関して情報提供する活動（アウトリーチ活動）を推進しています。
　技術流出に関して、お悩みやお困り事のほか、不審点等お気づきのことがあれば、些細なこと
でもご遠慮なく警察にご相談ください。　

【お問合せ】

警視庁 外事第一課（経済安保ＰＴ）
＜電話番号＞　０３－３５８１－４３２１（代表）
＜E -ma i l＞　 keizaianpo@keishicho.tokyo.jp

警視庁 蒲田警察署
＜電話番号＞　０３－３７３１－０１１０（代表）

《新春講演会・賀詞交歓会》
大 田 区 の 中 小 企 業、笑 顔 で 交 流
株式会社ダイモン 中島紳一郎社長が講演

技 術 流 出 の 防 止 に 向 け て

講演する中島氏

三団体賀詞交歓会風景
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人
に
教
え
た
く
な
る
数
字
の
話
題 

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２

個
人
や
会
社
の「
お
得
ネ
タ
」紹
介

大
田
工
業
連
合
会
は
２
月
２
日
、

大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
Ｐ
ｉ
Ｏ
２
階
東

京
都
研
修
室
で
「
人
に
教
え
た
く
な

る
数
字
の
話
題　
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２
」
と

題
し
た
対
話
形
式
の
勉
強
会
を
開
催

し
た
。
10
名
が
参
加
。
２
０
２
３
年

に
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
解
説

し
た
会
計
セ
ミ
ナ
ー
の
続
編
で
あ
り
、

講
師
も
引
き
続
き
エ
ヌ
ケ
ー
パ
ー
ト

ナ
ー
税
理
士
事
務
所
、
エ
ヌ
ケ
ー
ブ

レ
イ
ン
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
（
株
）

取
締
役
の
長
谷
川
俊
彦
氏
と
、
同
じ

く
税
理
士
・
公
認
会
計
士
で
あ
る
飯

田
明
氏
が
務
め
た
。
個
人
や
会
社
の

節
税
に
つ
な
が
る
、「
お
得
ネ
タ
」
を

多
数
紹
介
し
た
。

前
半
の
テ
ー
マ
は
、
個
人
の
お
得

ネ
タ
。
収
入
か
ら
経
費
を
引
く
と
所

得
に
、
所
得
か
ら
配
偶
者
控
除
な
ど

所
得
控
除
を
し
て
課
税
所
得
に
な
り
、

課
税
所
得
に
税
率
を
か
け
て
所
得
税

額
が
決
定
す
る
。
そ
し
て
所
得
税
額

か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
な
ど
税
額
控

除
を
し
て
実
際
に
納
め
る
税
額
が
決

定
す
る
、
と
い
う
納
税
の
流
れ
を
説

明
。こ

の
最
後
の
段
階
に
あ
る
税
額

控
除
に
あ
た
り
、
節
税
効
果
が
大
き

い
取
り
組
み
と
し
て
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
を
紹
介
し
た
。
ふ
る
さ
と
納
税

は
、
自
分
が
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
と

は
別
の
自
治
体
に
寄
付
を
す
る
こ
と

で
、
実
質
負
担
金
２
０
０
０
円
を
引

い
た
額
が
所
得
税
額
か
ら
控
除
さ
れ

る
。
寄
付
を
受
け
た
自

治
体
は
、
寄
付
額
の
３

割
を
上
限
と
し
た
お
礼

の
品
（
返
礼
品
）
を
贈

る
た
め
、
ふ
る
さ
と
納

税
を
し
た
人
は
、
実
質

負
担
２
０
０
０
円
で
寄

付
額
の
３
割
相
当
の
お

礼
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
仕
組
み
だ
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て
長
谷
川
先
生
は「
生

命
保
険
の
一
時
金
な
ど

で
50
万
円
を
超
え
る
一

時
所
得
が
あ
る
と
、
一

時
所
得
の
特
別
控
除（
最

高
50
万
円
）
を
超
え
て

し
ま
う
た
め
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
返
戻
品
が
一

時
所
得
と
み
な
さ
れ
追

徴
課
税
さ
れ
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
」
と
説
明
。
実

際
に
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
戻
品

の
価
格
を
ど
う
算
出
す
る
か
な
ど
難

し
い
判
断
も
あ
る
が
、
生
命
保
険
の

一
時
金
や
損
害
保
険
の
満
期
返
戻
金

が
あ
る
時
期
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
は

慎
重
に
な
っ
た
方
が
良
い
か
も
し
れ

な
い
。

次
に
紹
介
す
る
の
は
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ

（
個
人
型
確
定
拠
出
年
金
）
と
Ｎ
Ｉ
Ｓ

Ａ
（
少
額
投
資
非
課
税
制
度
）
だ
。

ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
は
毎
月
定
額
の
掛
け
金

を
支
払
い
、
60
歳
を
超
え
る
と
受
け

取
れ
る
個
人
年
金
制
度
だ
。
投
資
利

益
へ
の
税
金
が
非
課
税
な
ほ
か
、
掛

け
金
は
全
額
所
得
控
除
と
な
る
。
Ｎ

Ｉ
Ｓ
Ａ
は
積
み
立
て
投
資
で
年
間

１
２
０
万
円
、
通
常
の
投
資
で
年
間

２
４
０
万
円
ま
で
の
株
や
投
資
信
託

の
売
買
益
、
配
当
益
が
非
課
税
と
な

る
制
度
。「
ど
ち
ら
も
元
本
が
変
動
す

る
リ
ス
ク
は
あ
る
が
、
税
額
控
除
や

利
益
の
非
課
税
で
資
産
運
用
に
伴
う

リ
ス
ク
を
低
減
し
て
い
る
」
と
説
明

し
た
。

後
半
は
企
業
の
「
お
得
」
ネ
タ
。

決
算
直
前
に
古
い
在
庫
や
固
定
資
産

を
処
分
し
て
税
金
を
圧
縮
す
る
方
法

や
、
決
算
賞
与
や
社
員
旅
行
な
ど
社

員
へ
の
還
元
を
増
や
す
こ
と
で
、
納

税
額
を
減
ら
し
つ
つ
社
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
方
法
な
ど
を

紹
介
し
た
。

納
税
は
国
民
の
義
務
だ
が
、
中
小

企
業
経
営
者
は
賢
く
節
税
し
、
自
分

の
会
社
と
社
員
の
生
活
を
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
長
谷
川
先
生
の
講

義
は
実
用
的
で
楽
し
く
、
一
時
間
半

の
講
義
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
て
い
っ
た
。

経
済
産
業
省
の
外
郭
団
体
で
あ
る
情
報

処
理
推
進
機
構
（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）
か
ら
、
毎
年

１
月
に
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
10
大
脅
威
」

が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
そ
の

年
に
特
に
注
意
す
べ
き
サ
イ
バ
ー
脅
威
を

ま
と
め
た
も
の
で
す
。
２
０
２
４
年
も
公

開
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
１
位
と
２
位

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

▼
１
位　

ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
に
よ
る

　

攻
撃

１
位
は
「
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
に
よ
る

攻
撃
」
で
す
。
ウ
イ
ル
ス
の
一
種
で
あ

る
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
に
感
染
す
る
と
、

パ
ソ
コ
ン
を
正
常
に
利
用
で
き
な
く

な
る
ば
か
り
か
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し

て
他
の
シ
ス
テ
ム
も
破
壊
し
、「
元
に

戻
し
た
け
れ
ば
お
金
を
払
え
」
と
脅
迫

す
る
非
常
に
悪
質
な
被
害
が
発
生
し
ま

す
。
７
月
に
発
生
し
た
名
古
屋
港
が
３

日
間
操
業
停
止
に
な
っ
た
事
件
も
ラ
ン

サ
ム
ウ
ェ
ア
に
よ
る
も
の
で
す
。
企
業
の

業
務
継
続
に
多
大
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

▼
２
位　

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
弱

　

点
を
悪
用
し
た
攻
撃

２
位
の
「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
弱

点
を
悪
用
し
た
攻
撃
」
は
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
が
強
固
な
大
企
業
で
は
な
く
、
そ

の
大
企
業
と
取
引
を
し
て
お
り
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
不
十
分

な
中
小
企
業
を
狙
っ
て
不
正

侵
入
を
仕
掛
け
る
攻
撃
手
法

で
す
。
侵
入
に
成
功
す
る
と
、

そ
の
中
小
企
業
を
足
掛
か
り

に
目
的
と
な
る
大
企
業
に
侵

入
し
重
要
情
報
を
盗
み
出
す
、

業
務
停
止
に
追
い
込
む

と
い
っ
た
被
害
を
与
え
ま
す
。

足
掛
か
り
に
さ
れ
た
中
小
企

業
か
ら
す
る
と
、
サ
イ
バ
ー

攻
撃
の
被
害
が
自
社
に
と
ど

ま
ら
ず
、
他
社
（
特
に
重
要

な
お
客
様
）
に
被
害
を
与
え

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
、
そ

の
後
の
取
引
に
も
影
響
を
与

え
か
ね
な
い
重
大
な
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。

今
回
、
紹
介
し
た
１
位
と

２
位
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
受

け
た
場
合
の
被
害
は
甚
大
で

す
が
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
月

例
パ
ッ
チ
適
用
や
、
定
期
的

な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
い
っ
た

基
本
的
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
行
う

こ
と
で
、
リ
ス
ク
の
低
減
を
行
う
こ
と

が
可
能
で
す
。
ま
た
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

事
故
に
い
ち
早
く
気
づ
く
た
め
の
監
視
・

通
報
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必

要
に
応
じ
て
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

参
考
）
Ｉ
Ｐ
Ａ　
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
10
大

脅
威
２
０
２
４

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
ｓ
：
／
／
ｗ
ｗ
ｗ
．
ｉ
ｐ
ａ
．

ｇ
ｏ
．
ｊ
ｐ
／
ｓ
ｅ
ｃ
ｕ
ｒ
ｉ
ｔ
ｙ
／
１
０

ｔ
ｈ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｓ
／
１
０
ｔ
ｈ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｓ

２
０
２
４
．
ｈ
ｔ
ｍ
ｌ

▼
当
会
会
員
企
業
に
お
け
る
サ
イ

　

バ
ー
攻
撃
状
況

会
員
企
業
約
30
社
で
利
用
し
て
い
る

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の
検
知
状
況

を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

１
年
以
上
高
止
ま
り
し
て
い
た
サ
イ

バ
ー
攻
撃
数
は
、
２
０
２
３
年
末
か
ら

減
少
傾
向
に
転
じ
て
お
り
ま
す
。
２
年

前
の
２
０
２
２
年
１
月
も
同
様
に
サ
イ

バ
ー
攻
撃
が
落
ち
着
い
て
い
た
時
期
が

あ
り
ま
し
た
が
、
２
０
２
２
年
９
月
頃

か
ら
急
激
に
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
増
加
し

て
お
り
ま
し
た
。
急
な
サ
イ
バ
ー
攻
撃

に
よ
り
ウ
イ
ル
ス
感
染
し
な
い
た
め
に

も
、
日
頃
か
ら
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
意
識

を
高
め
、
社
内
へ
の
対
策
・
周
知
徹
底

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
大
田
工
連
で
は
、
２
０
２
４

年
度
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
推
進
活
動
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
現
状
の
対
策
状
況
の

確
認
の
ほ
か
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ

ス
を
無
償
で
お
試
し
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
り
、
自
社
に
迫
る
脅
威
を
可
視
化
し
、

今
後
の
対
策
検
討
の
一
助
に
も
な
り
ま

す
の
で
、
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、

当
会
事
務
局
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

中小企業の節税方法を説く長谷川先生

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
コ
ラ
ム

〈〈〈〈 

２
０
２
４
年
に
注
意
す
べ
き
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
脅
威 

〉〉〉〉

サイバー攻撃件数の推移

Ｐ
Ｃ
で
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
数

Ｎ
W
で
の
不
正
通
信
遮
断
数

でのウイルス検知数 での不正通信遮断数
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4月 ■実践汎用旋盤・フライス盤講座（1回目）
 　4月13日（土）、20日（土）、27日（土）（毎土曜日3日間） 9：15～16：30　
5月 ■新入社員セミナー
 　5月15日（水）、16日（木）、17日（金）（平日3日間） 9：30～16：30
 ■NCプログラミング初級講座
 　5月11日（土）、18日（土）、25日（土）（毎土曜日3日間）9：15～16：30
 　●理事会　5月下旬開催予定
6月 ■CAD製図初級講座（Auto CAD2024）（1回目）
 　6月1日（土）、8日（土）、15日（土）（毎土曜日3日間） 9：15～16：30
 　●大田工連定時総会　6月7日（金）
8月 ■第1回 産業のまち発見隊「親子工場見学会」7月26日 (金) 9：30～16：30
 ■第2回 産業のまち発見隊「親子工場見学会」8月中開催予定
 ■夏休み親子ロボット作り教室 8月24日（土）、25日（日）（2日間） 9：30～16：30
9月 ■やさしい図面の見方講座（城南職業能力開発センター大田校開催）
 　9月21日（土）、28日（土）（毎土曜日2日間）9：15～16：30
10月 ■CAD製図初級講座（Auto CAD 2024）（2回目）
 　10月12日（土）、19日（土）、26日（土）（毎土曜日3日間）9：15～16：30

　 ■秋のロボットセミナー 10月中開催予定
 　●理事会 10月中開催　　
 　●優良従業員表彰10月1日
11月 ■実践汎用旋盤・フライス盤講座（2回目）
 　11月2日（土）、11月9日（土）、16日（土）（毎土曜日3日間）9:15～16：30
 ■ロボットプログラミング教室 11月中開催予定
 ■新入社員セミナーフォローアップ研修　11月15日(金) 13：00～17：00
 
 2025年

1月 ■3団体（※）賀詞交歓会　1月10日(金)　開催
 （※）東京商工会議所大田支部・大田区商店街連合会・大田工業連合会
2月　■やさしい図面の見方講座 (2回目) (全5日間）2月中開催予定（日本工学院での開催）
 ■経営者育成セミナー　2月中開催予定
3月 ■やさしい図面の見方講座　(3回目) (平日1日間)　3月中開催予定
 ■第24回　THE PATY 2025　　町工場のバンドが集結！　3月中開催予定
  　※その他セミナーについては、日程が決まり次第ご案内させて頂きます。

大田工業連合会 2024年度スケジュール

5年前、「ワンストップ西川」を目指し
て大田工業連合会の事務局長に就任しま
した。
早いもので、この3月末で定年退職と

なります。
皆様からの相談事やご要望等々、出来

る限り引き受けて様々な部署に繋いで参
りましたが、行き届かなかった点も多々
あり、逆に助けていただき、会員及び関
係者の皆さまには、この場を借りてお詫
びと感謝を申し上げます。
5年の内の3年間は、コロナ禍のため

活動に制限があったものの子ども達の事
業を継続して実施できたことは、今思え
ば奇跡のようで大きな励みとなりました。
そして、工連といえば青年部のTHE 

PARTYですね。就任1年目は、パーティー
実行委員会の皆さんと準備を進めてきた
にもかかわらず、中止となった幻のTHE 
PARTYが5年振りに実施できました。
改めて町工場バンドの皆さまの多才さ

とイベントを成功へと導いた会員皆さま
のエネルギーに圧倒されました。
私の後任には、輪をかけてものづくり

を愛する事務局長がまいりますのでご期
待ください。
最後になりますが会員企業皆様の事業

の発展と、「ものづくりのまち大田区」の
更なる前進を心からお祈り申し上げます。
ありがとうございました。

西川恭子

第17回事務
局から

　大田工業連合会と大田工業連合会
青年部連絡協議会は、2024年3月6日
18時から大田区産業プラザPiO6階会
議室で、経営マネジメントセミナーを
開催した。講師は東京大学社会科学研
究所の玄田有史教授。玄田先生は希望
の正体、希望と社会との関わり方につ
いて研究した「希望学（希望の社会科
学）」の第一人者。「希望学」（中公
新書ラクレ）「希望のつくり方」（岩
波新書）など複数の著作を持つ。今
回の講演タイトルも「希望のつくり
方」。32名が聴講した。
　玄田先生の講演は不思議だ。配布資料は使わ
ず、ホワイトボードにキーワードを書き込み、
それに沿って話を展開。その話は途中で別方向
に逸れ、軽妙なボヤキで会場に笑いを起こし、
いつの間にか本筋に戻る。時折、印象的なフ
レーズを聴講者に投げかける。講演を聴いてい
るというより、面白い塾の授業、あるいは漫談
を聞いている気持ちになる。
 「集団就職時代。ソニーの新入女子行員が、示
し合わせたように同じモノを持って入社してき
ました。何だか分かりますか」答えは新しい上
履き。職場で靴が汚いと恥ずかしい、と考え、
親が持たせたという。
 「東日本大震災後に東北に行った時、被災地
にあるモノを持って行ったらとても喜ばれまし
た。それは何でしょうか」答えは卓上カレン
ダー。避難所では日時の感覚が薄くなるため、

喜ばれたという。
 クイズ番組のようなやりとりの後、ある歌手
の言葉として「絶望の反対はユーモア」という
フレーズを紹介。第二次大戦下、ナチスドイツ
のアウシュビッツ収容所に収容された心理学者
ヴィクトール・E・フランクルの「希望を忘れな
かった囚人は生き延びた」話も重ね合わせる。
ちなみにドイツのことわざには「ユーモアとは
『にもかかわらず笑うこと』」と言うのがある
そうだ。
　人生において壁を越えようとしても、どうし
ても乗り越えられないことがある。「そんな時
は壁の前でウロウロすれば良い」と玄田先生。
　「ウロウロしているうちにヘリコプターが来
て、勝手に壁の向こうに連れて行ってくれるこ
ともある」ウロウロし続ける＝迷い挑戦し続け
る、その原動力と行動自身が希望なのかもしれ
ない。

経営マネジメントセミナー
「希望のつくり方」

東京大学社会科学研究所 玄田有史教授が講演

講演する玄田先生


